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特集　組合員と生協とが出会う「場所」
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はじめに

　協同組合である生協は、組合員と強い絆を結ん
できた、と言われる。その代表的な事例として注
目されたのが、いわゆる「一言（ひとこと）カー
ド」である。例えば、ベストセラーになった『生
協の白石さん』をはじめとして、大学生協の職員
と組合員である学生とのユーモアに溢れ、捻りの
利いたコミュニケーションは、今でも時折、イン
ターネット上で話題になっている。
　この「一言カード」は、基本的に組合員が生協
へと投げかけるものだが、それとは逆に、生協か
ら組合員へと投げかけるコミュニケーションもま
た、生協では多様に実践されている。そうしたコ
ミュニケーションには、利用のためのカタログや
チラシ、あるいは職員とのフェイストゥフェイス
の交流も含まれる。そのひとつが、長らく生協が
独自の活動として取り組んできた「担当者ニュー
ス」である。
　担当者ニュースとは、班配（共同購入）、ある
いは個配の配達担当者が個人で作成して、配達先
の組合員へと配布する、紙ベースのニュースのこ
とである。個人で作成するため、内容やフォー
マットは統一されていない。商品や企画の案内も
あれば、組合員の声の紹介や担当者自身の思いを
伝えるコーナーなど、バリエーションは多岐にわ
たる。この担当者ニュースが、職員と組合員とを
結ぶ「場」として機能してきた、とは従来からの
配達担当者の多くが語るところである。
　しかし一方で、担当者ニュースの位置づけは個
人の自発的な取り組みとされることが多く、結果
的に配達担当者の労働負担を増すことにつながっ
たり、あるいは、コミュニケーションの内容が「商
品を勧める」ことに注力してしまい、チラシ等と
の違いが不明瞭になってしまったケースもある。
こうした事情も踏まえて、現在では、担当者ニュー
スの見直しを進めたり、あるいは原則として廃止
した生協もある。
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　生協職員の働き方、職員と組合員の関
係性も依然と様変わりする中で、担当者
ニュースもそのあり方を模索せざるを得な
くなっている。
しかし、デジタル化が進む生協のシステ
ムにおいて、アナログで個性的な担当者
ニュースは、組合員と生協とを結びつける
独特な「場」として機能する可能性も秘め
ている。今回は、おおさかパルコープの現
場職員のインタビューを紹介することで、
「担当者ニュース」の現在と、その課題や
可能性について考えるきっかけとしたい。

1.　出会えない組合員とも
　  つながるニュースの力

　一人目のインタビュイーは、おおさかパ
ルコープ港支所の班配担当である大村昌氏
である。大村氏は「ちりめん JO」という
タイトルの担当者ニュースを発信し続けて
きた（図１.P43）。港支所では、強制では
ない担当者ニュースを約５割の職員が発信
しているそうだが、その背景にある思いに
ついて語って頂いた。

Q 担当者ニュースはいつごろから発行し
ているのでしょうか？

【大村】私は 1998 年
３月に入協しました。
その年の５月からずっ
と出し続けています。
　とにかく喋りが上
手ではないので、そ
れをカバーしたくて
書き始めました。お
会いできない方でも、ニュースを手にした
時に「ああこういう人が配達してるんだな」

とか、商品を受け取った方にもあとで見て
もらって自分の横顔を知ってもらうとか、
そういう役割が担当者ニュースにはあるん
だ、と先輩が教えてくれました。そのうえ
で、「俺は書いてないけど、お前は書いた
ほうがいいんじゃないか」ってアドバイス
してくれたのがきっかけです。
　ニュースの本文は日頃から考えていて、
カタログが出てから商品の事を書いていま
す。

Q タイトルは「ちりめん JO」というユニー
クなものですが、この由来は何でしょう
か？

【大村】タイトルは始めからです。最初に
入った支所でフットサルチームがあり、名
前が「ちりめん jo」でした。強いチームだっ
たので、それにあやかったことと、当時の
商品で「ちりめん上」がよく購入されてい
たのでそこからとりました。

Q 日常のできごとがメインですが、なぜ
このような構成になっているのですか？

【大村】ニュースのコンセプトは担当者そ
れぞれで違うと思いますが、あえて、業務
課題のことは書かないです。たとえると新
聞の４コマ漫画みたいな位置づけです。組
合員さんにとっておまけみたいなもので
す。組合員さんからも、この内容いいよと
褒められたこともあります。
　がちがちの課題、共済キャンペーンです
よ！という内容にすると読んでもらえない
と思っています。自分でもそんな内容は
たのしくないので。妻も一組合員なので、
チェック入れてもらっています。また、趣
味が写真で、野鳥の写真をよく撮りに行く
ので、イラストにして掲載しています。
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Q 再下段は必ず商品のおすすめですが、お
すすめの書き方で特に工夫している事は？

【大村】できるだけ手書きにしています。
写真コピーだときれいですが、手書きのほ
うが温かみあると思っています。できるだ
けシンプルにするのと、「買ってください」
といった売り込む言葉は避けています。食
べ方とか、他の組合員さんが良かったとい
う声を入れるようにしています。
　普段の交流で、組合員さんからこういう
声がたくさん集まると、ニュースを書くの
もすごくラクになります。情報をくれた組
合員さんに載せましたよと、交流のもとに
もなります。

Q 組合員さんはニュースを見てくれてい
ますか？

【大村】たまに感想はいただいています。
「あれ読んだよ」「うちの近くにもあの鳥と
んできたよ」とか。どれくらいの組合員さ
んが読んでくれているかはわかりません
が、配送地域が変わる時などに「あんたの
ニュースもう見れへんの？」と言われたり
して、「あっ、この人読んでくれてたんや」
と、うれしかったこともありました。
　配送では、留守などもあって、約２０％
の方とお会いできていません。ずっと不在
でお会いしたことがない組合員さんから配
送途中に名札を見て「大村さんやね。ニュー
ス見てるよ」と声かけてもらったことがあ
り、ありがたいと思いました。

Ｑ利用につながることはありますか？

【大村】あまり利用につなげるということ
は念頭においていません。過去のニュース
を読み返しても、営業課題だけしか書いて

ないものはおもしろくありません。自分で
読み返してみて、いいなと思えるものを作
りたいです。やはり組合員さんが手に取っ
てみたときにどんな気持ちになってもらえ
るかが大事だと思います。

　一連のインタビューからは、大村氏の担
当者ニュースが売り込みを中心としたもの
とは一線を画している様子と、普段は出会
えない組合員ともつながるコミュニケー
ションを支えている様子が伺える。
　大村氏の配属先である港支所長山本啓司
氏も、担当者ニュースの効果を、次のよう
に語ってくれた。
　「対面できる時間は配送中でもわずかで
す。そのわずかな時間でも、担当者の人柄
がわかってもらえることにつながります。
商品についても、売り込みの内容でなく、
どんな商品なのか、背景の物語を伝えるこ
とで、人と商品がつながるのではないかと
思います。」
　「ニュースを作り続ける時に、組合員さ
んの事をものすごく思い浮かべながら書い
ている。あの組合員さんにはどんな伝え方
がいいかとか、こうすればもっとわかって
もらえるのではないかということを考える
ことによって、職員にとって大事な教育の
機会にもなっています」。

2.　組合員に互いの「声」を
　届けるニュース

　二人目のインタビュイーは、枚方支所長
の甲斐信喜氏である。おおさかパルコープ
の個配事業では、現在、「お気に入りの『声』
の回覧板」を発行している（図２ P42）。
これは、おすすめ選定商品を決めて、その
商品を利用している組合員にどんな利用の



41

特集　組合員と生協とが出会う「場所」

仕方をしているかを聞き、その生の声を職
員が整理して掲載するニュースである。
　今回は、こうした組合員の声を核とした
ニュースの取り組みについて語って頂いた。

Ｑ「お気に入りの『声』の回覧板」ニュー
スはどのような意図から始まったので
しょうか。

【甲斐】パルコープ
で利用者の分析をし
てみると、子育て・
ファミリー層（20
～ 49 歳）でかつ、
加入して１年～３年
と、生協歴の浅い組
合員さんが未利用に
なる傾向が強くなっています。今年の４月
に未利用になった組合員さんは 2038 人。
そのうち、子育て・ファミリー層の組合員
さんが 65％を占めています。
　生協歴が浅く、特に気に入った商品もな
く、たまに利用するが、利用金額で１回
2000 円以内。たまに職員に声をかけられ
たら利用するという組合員さんたちです。
せっかく加入して頂けた組合員さんが生協
商品の良さを知る機会がないままに、利用
しなくなるのは生協にとっても組合員さん
にとっても残念なことです。そうしたこと
を防ぎ、利用定着をすすめるためのニュー
ス発行を始めました。

Ｑこのニュースの特徴はどこにあるので
しょうか。

【甲斐】「お気に入りの『声』の回覧板」で
は、その名前のとおり、生協職員側からの
おすすめを並べるのではなく、実際に使っ
た組合員さんの声を全面に出しています。

教育アドバイザーの毛利敬典氏よりアドバ
イスを受けて、組合員さんの実感の声を数
多く貼り付けたら、生協都合の売り込み
じゃなく、「本当のことを言ってるな」と
思ってもらえるのではないかということが
発端です。
　掲載商品は、商品部企画責任者も交えて
選定しています。「低価格になっている商
品」でかつ「子育て・ファミリー層からの
支持がある商品」を毎週選定しています。
現在個配事業所は６か所あります。選定商
品、ニュースのレイアウトは同じですが、
組合員さんに記入いただいたものをそのま
ま貼り付けたり、パソコンで打ち込んだり
と違いがありました。
　毎月の振り返りの中で見やすさについて
も論議し、現在は手書きでかつ大きい文字
で統一されるようになりました。

Ｑ実施の途中経過はどのようなものでしょ
うか。

【甲斐】今年の初めから毎週実施しており、
その結果も集約しています。組合員さんに
黙って渡すだけではなく、掲載商品の話を
一言、声掛けしている担当者のコースの利
用が高くなっている傾向がみられます。
　例えば、３月３回では選定商品として
「小松菜」を取り上げました。組合員への
広がり率（利用された方の割合）は、平均
19.1％ですが、高い担当者では 31.9％、低
い担当者では 12.2％となっています。
　また、組合員さんからは、「安い時にす
すめてくれてありがとう」「他の組合員さ
んの利用実感が掲載されているので参考に
しています。」「この商品以前に買ったこと
があるけど、利用実感を読んで、改めて良
い商品だと感じ、もう１回買ってみようと
思った」「ネットの口コミ・レビューのよ
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うな感じなので、買ってみようかと思った」
といったお声をいただいています。

Ｑニュースの今後については、どのように
お考えでしょうか。

【甲斐】個配の担当職員にとって、良い結
果が出ています。
　選定商品の購入履歴を持つ組合員さんに
「利用実感を聞いていくこと」が各担当の
役割となっており、このことで組合員さん
との会話が増えています。
　個配はほとんど男性担当者ですが毎週商
品の話をお聞きする中で、自分も知識を高
めたいと、奥さんと一緒に買い物に行く回
数が増えた担当者もいます。
　このとりくみはパルコープの個配事業責
任者が毎月集まり、話し合いながらすすめ
てきました。教育アドバイザーの毛利敬典
氏にも中に入っていただいて、「人と人と
を商品でつないでいけたら」という思いで

進めていけたらと思います。

おわりに

　ここまで、おおさかパルコープの担当者
ニュースの現在について、ごく簡単にだが、
インタビュー形式で紹介してきた。従来か
らの、あるいは新しい取り組みとしての
ニュースが、職員と組合員、そして広く生
協や商品とを結びつけるものとして機能し
ている様子が伺えた。また、その中で、職
員にとって前向きな効果が出ていることも
共通した要素であった。
　このように、協同組合という関係性に基
づく組織であるからこそ、職員一人一人が
組合員とつながる「場」の意義は変わらず
大きなものがあると言えよう。
　新しい働き方、技術の発展など、環境そ
のものは大きく様変わりしているが、その
変化を踏まえながら、より良い関係性を取
り結ぶための「多様な場」を、今後とも育
て広げていくことを期待したい。

図２



43

特集　組合員と生協とが出会う「場所」


